
歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

　歴史的ドイツ語研究における
コンピュータ利用の現状と可能性

新保　雅浩・高瀬　誠

はじめに

　すでに10年前に筆者（新保）は古高ドイツ語研究のコンピュータ利用の

一つとして古高ドイツ語作品Otfrids　Evangelienbuchのインデックス

（Wortindex　zu　Otfrids　Evangelienbuch．　Tttbingen　lggO）をドイッで出版

した。この刊行に対して、ドイツはもとよりアメリカ、デンマーク、オラ

ンダ、フランス、スイス1）などで書評という形で反響を得た。頂戴した

様々な批判と要望には、新たな仕事によって応えなければならないと考

え、ここ数年、画期的に飛躍したコンピュータ技術を駆使して、幾つかの

試みを重ねてきた。そしてその仕事を完成するためには、歴史的ドイツ語

（現代ドイツ語以外の古高ドイツ語、中高ドイツ語、初期新高ドイツ語を

仮にこう呼んでおく）を研究するためにどんな情報が必要で、そのために

コンピュータは何が可能かをもう一度確認しておく必要があると感じた。

たまたま筆者主催の中高ドイッ語輪読会に参加している高瀬氏がゲルマニ

1）スイスではチューリヒ大学S．Sonderegger教授が、フランスではソルボンヌ大学のY　de　Desportes教授が

書評としてとり上げてくれた。また、ミュンスター大学のB．Mcinckc氏が詳細なご批判を相当数のページを

割いてZeitschrift　fUr　Dialektologie　und　Linguistik．　LIX．　Jahrgang．　Heftl（1992）に寄せてくれた。尚、このイ

ンデックスの作成過程については以下の論文参照。

　新保雅浩：古高ドイツ語おけるコンピュータ利用の一試み一〇tfridのコンコ・一一ダンツ作成一筑波大学

言語文化論集第17号　1985
　鈴木英一・新保雅浩1「’Otfrid”のコンコーダンツとそのf乍成一　コンピュータによる古高ドイツ語の研究

に向けて一　文部省特定研究費「言語文化の理論的・実践的研究」所収　1990
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ストであると同時に情報処理授業科目の講師でもあることから、今回共同

でこの問題に取り組むことにした。1部「歴史的ドイッ語研究とコン

ピュータ利用の現状」、　「歴史的ドイツ語研究にどんな情報が必要か」、

という問題については主として新保雅浩が担当し、2部「歴史的ドイツ語

研究に必要な情報はコンピュータ利用によってどこまで可能か、またその

ためにどのような作業が必要か」というコンピュータの技術的問題につい

ては高瀬誠が担当し、後で互いに議論してより良い方法を導き出すべく努

力した。

第1部

新保　雅浩

1．歴史的ドイッ語研究とコンピュータ利用の現状

1．1　テクスト読解の為の道具

　歴史的ドイツ語研究の第一歩は当然、古高ドイツ語や中高ドイツ語で書

かれたテクストを読むこと、である。しかし現代ドイツ語のテクストを読

むのとは大分事情が異なる。現代ドイツ語が規範化された共通語であり、

その為、数多くの文法書や辞書の類があるのに対して、歴史的ドイツ語は

共通語ではない。たとえば古高ドイツ語、中高ドイツ語という共通語が存

在するわけではなく、古高ドイツ語、中高ドイツ語とはドイツ語史の中で

それぞれ一定の言語的特徴を共有する時代区分であるに過ぎない。従って

それぞれのテクストがそれぞれの方言性を色濃く保持しているのが実状

で、古高ドイツ語とは方言の一種の集合体と解することが出来る。さらに

現代ドイツ語との大きな相違はこれらの歴史的ドイツ語にはいわゆるネー

ティヴスピーカーが存在しない点である。

一44一



歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

　それゆえ歴史的ドイツ語のテクストを読むためには現代語の文法書や辞

書の欠如を補い、さらにネーティヴの代替となるべき道具立てが必要とな

る。一つのテクスト読解には、そのテクストに関するいつくかの写本、校

訂本、グロサール、コメンタール、そのテクスト専用の辞書および文法

書、さらには現代語翻訳など先達によって蓄積された研究成果を道具立て

にしなければならない。すなわち、まず文献学的な方法によるテクスト理

解がこの分野の研究の原点となり、日本の現状としてはテクスト理解が研

究の大部分をも占めてしまうのである。

　古高ドイツ語の具体例を示そう。古高ドイツ語で書かれた作品の中でお

そらくOtfrids　Evangelienbuch（「オトフリートの福音書」）（以下Otfrid）

が最も研究条件の整っている作品であろう。Otfridに関して蓄積された研

究成果は古いドイツ語すなわち歴史的ドイツ語における言語研究のモデル

ともなるので、少し詳しく文献について述べておこう。

　Otfridは860年頃にヴァイセンブルクの学僧オトフリートによって南ライ

ンフランク語で書かれた共観福音書である。当時の文献の多くがラテン語

からの翻訳であり、かつ断片のみ残されている中で、Otfridは作者オトブ

リートの創作であり、完全な写本の形で残っている。さらに作者自身が写

本を校正した事実が判明したこともあって、何よりも写本状態が理想的で

ある。古高ドイツ語時代で最も言語的な研究状況がよい文献といわれる条

件をよく備えている（それゆえ内容面での研究も進んでいるわけであ

る）。ここではテクストを読むための言語的道具立てとしての研究成果に

限定して言及しよう。Otfridを出来るだけ正確に読むためにはP．Piper，

J．Kelle，0．　Erdmannという三人のOtfrid研究者の業績が特に重要である。

　P．PiperはOtfridの校訂本、　Otfird専用のグロサールと文法書を残してい

2）Piper，　Paul：Otfrids　Evangciicnbuch　miI　Einleitung，　erkl謎renden　Anmcrkungcn　ausftihrlichcm　Gtossar　und

einem　Abiss　der　Grammatik．　Freiborg　l887
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る2）。このグロサールはインデックス、コンコーダンッをも兼ねており、

原則として出現するすべての語彙がアルファベット順に配列され、さらに

語義だけでなく、出現箇所のすべての語形に関して文法形態がすべて記さ

れている。すなわち動詞の場合は、話法、時称、数、人称形が、名詞、形

容詞、代名詞の場合は、性、数、格形が表示されている。難点は追い込み

印刷であるので検索に時間がかかること、欠落、誤植が見られることであ

る。当時の手作業を考えれば当然のこととも言えるが、本書が現在絶版と

なっていることもあり、Otfrid理解を一層深めるためにも本書の改訂は必

須といえる。

　P．Piperのグロサールを補完するのがJ．Kelleの詳細なグロサールであ

る3）。P．Piperのそれが文法形態の指示に詳しいのに対して、」．　Ke】leのそ

れは各語彙の用法に関する記述の詳しい辞書である。しかしこれもよく調

べると欠落や誤植が散見される。さらに0．Erdmann編の校訂本4）が

altdeutsche　Textbibliothekのシリーズに入っているが、巻末に語彙集があ

り、適切な語義を示している。さらにOtfridにはJ．KelleとP．Piper以外に

0．ErdmannによるOtfrid専用のシンタックスとコメンタールがある5）。ち

なみに0．ErdmannのDeutsche　Syntax6）の古高ドイツ語の用例はほとんど

Otfridからのものである。これだけの道具立てを駆使して我々はOtfridを少

なくも文字面だけは理解できるようになるのである7）。一般的な古高ドイ

ッ語辞典（たとえばR．SchtitzeichelのAlthochdeutsches　WOrterbuchや

E．G．GraffのAlthochdeutscher　Sprachschatz）ではOtfridは読めない。さらに

3）Ke］le，Johann：0lfrids　von　Weissenburg．　Evangelienbuch．　Text　Einleitung　Grammatik　Melrik　Glossar，

Aalen　l963

4）Erdmann，　Oskar：Otfrids　Evangelienbuch．　Halte　l882

5）Erdmann，　Oskar：Untersuchungen　Uber　die　Syntax　der　Sprache　Otfrids．　Olms　1973

　Erdmann，　Oskar：Otfrids　Evangelienbuch．　Herausgegeben　5．　Auflage　besorgt　von　Ludwig　Wolff　1965

6）0．Erdmann：GrundzVge　der　deutschen　Syntax　nach　ihrer　geschicbtlichen　Entwicklung．　Stuttgart　1886

7）その他にOtfridに関する次のような辞書類が出版されている。

　KObler，Gerhard：Verzeichnis　der　Obersetzungsgleichungen　Otfrids　von　Weissenburg．　GOttingen　i971
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歴史的ドイッ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

同時代の古高ドイツ語作品Tatianと古ザクセン語作品Heliandの道具立てを

比較してみると、Otfridの研究成果の蓄積の厚みがよく分かる。　Tatianは

Otfridと同様830年頃にラテン語から古高ドイツ語に翻訳された共観福音書

である。Tatianを読むための道具立てとして主たるものはE．Sievers：Tatian

Lateinisch　und　altdeutsch　mit　ausfUhrlichem　Glossar（Nachdruck　l966）だけ

である。このグロサールは原則としてテクストの全ての語彙の文法形態

（名詞の場合は性、格形、動詞の場合は話法、時称、数、人称形）の記述

はかなり便利ではある。しかし初版以来、改訂がなされておらず、誤植、

明らかな誤認、欠落が多い。それに何よりも目指す見出し語に達するには

かなりの時間がかかり、時には見つからず徒労に終わる。P．PiperやJ．Kelle

に相当する辞書類はTatianにはないのである8）。Tatianは内容的にOtfrid

より分かりやすいことも道具立てが少ないことの一因であろう。

　古ザクセン語で書かれたHeliandにも触れておこう。Heliandも上述の二

つの古高ドイツ語作品と同じように共観福音書を内容とする9世紀中頃の

作品である。古ザクセン語の代表的文献であるが、このテキスト専用のグ

ロサールとしてはH．SehrtのVollstandiges　W6rterbuch　zum　Heliand　und　zur

altsachsischen　Genesis．1966があり、テキストに出現するすべての語彙の

文法形態記述はテキスト理解に便利である。Heliand専用のシンタックス

もある（O．Behageh且：Die　Syntax　des　Heiland．1897）。古いドイツ語を読

むためにはこのように必ずそのテクスト専用のグロサールやコメンタール

が必要なのである。しかし、ここでも道具立ての整っているテクストと

整っていないテクストがある。またP．Piperのコンコーダンッ兼グロサール

のように豊富な情報を含んでいながら、検索に時間がかかったり、検索し

8）次のような辞書類も出版されている。

　K6hler，Frie〔trich：Latcinisch－althochdeutschcs　Glossar　zur　TatianUberseIzung，　Ferdmand　SchOningh－

Paderborn　l962

　KObletGerhard：Verzeichnis　der　UbersetzugnsgeLichungen　von　Heliand　und　Genesis．　GOttingen　l971
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にくいもの、あるいは誤植、欠落が改訂されないままのものがある。

PPiperのOtfridグロサールやE．　SieversのTatianグロサールは改訂がなされ

れば最も便利な辞書の一つである。

　古いドイツ語の読み方に関して言えば、中高ドイッ語も古高ドイツ語と

同様に各テクストの為のインデックス、グロサール、コメンタールが必要

となる。それゆえ中高ドイツ語の多くの有名な作品にはすでに専用の道

具立てが準備されている。Hartmann・von・Aueの代表作である宮廷叙事詩

Iwein「イーヴァイン」に対してはG．F．　Beneckeの辞書があり9＞、中高ド

イツ語時代最大の英雄叙事詩Nibelungenlied「ニーベルンゲンの歌」に対

してもK．Bartschの三巻本中の一冊が専用の辞書lo）となっており、また中

高ドイツ語後期に入ってもたとえばNithartの作品にはE．Wieserによるナ

イトハルト専用の辞書m　がある。FrauenlobさえもK．Stackmannの

Frauenlob専用辞書12）が作成されている。これらの研究成果の蓄積のある

作品群には専用の辞書類がかなり早くから整っている。しかし特に中高ド

イツ語後期あるいは初期新高ドイツ語の作品の中には研究成果の蓄積のな

い作品が数多く見られる。このような時代のテクストを読むときこそ、道

具立ての必要性が生じるのである。たとえば、中高ドイツ語後期に

WolkensIeinの作品があるが、中高ドイツ語と新高ドイツ語的要素が混在

しているドイツ語で、一般的な中高ドイツ語辞典だけでは読めない。か

ろうじてJ．Schatzの簡単なグロサール13）があるが、絶版で印刷も悪く誤り

も多い。かつてはこれだけの道具でWolkensteinの作品を読みこなすのは

難しかったが、1973年にG6ppingenでコンコーダンツが出版され14）、それ

9）Benecke，Georg：WOrterbuch　zu　Hartmanns　lwein．　Dri【te　Ausgabe　besorgt　von　C．B．Gorchling．　Lelpzig　1901

10）Bartsch，Karl：Der　Nibelunge　Nol　mil　den　Abweichungen　von　der　Nibelunge　Liel，　den　Lesarten　stimtlicher

Handschriften　und　einem　WOrlerbuche．　Herausgegeben　von　Karl　Bartsch．（1880）Georg　Olms　Hildesheim　1967

　それ以外に、Ltibben，Avgusl：WOrterbuch　zu　der　Nibelunge　Not（Liet＞．　Wiesbaden　I960がある。

11）Wieser，Edmund：Volls伽diges　WOrterbuch　zu　Neidharts　Liedern．　Leipzig　1989

12＞Stackmann，Karl：W6rterbuch　zur　G6ttinger　Frauen］ob－Aus2abe，　Vandenhoeck＆R叩rechlin　G6ttingen］990

13＞Schatz，　Josef：Sprach¢und　Wortschatz　der　Gedichte　Oswalds　von　Wolkens1ein，　Wien　1930
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歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利朋の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

は少なくとも単語の品詞判別に有効に働いた。それに同一テクストの他の

用例を検索出来るだけでも有益であった。最近，Wolkensteinにコメンター

ルが著されたが15）、これを基にテクストを読み直せば、さらに詳しいコン

コーダンッの作成が可能であろう。

　さらに中高ドイツ語後期の　Reinmar　von　Zweterの詩作品、　Thomasin

von　Zerclaereのder　welsche　gast，Berhold　von　Regensburgの説教集、　Renner，

Fridankなど、あるいは中高ドイツ語後期から初期新高ドイツ語に属する

Wittenweilerの作品はわずかな注釈以外（Wittenweilerには現代語訳がある

が）一体、どんな道具立てがあろう。中高ドイツ語の詳しい辞書である

BMZ（Benecke，Zarncke，MUIIer；Mittelhochdeutsches　W6rterbuch）やいわゆ

る大レクサー（Mittelhochdeutsches　HandwOrterbuch）をひたすら調べ、見当

づけるほかないのである。このような研究史の浅い、従って研究の蓄積が

ないテクストに関しては、三つの意味でインデックスやコンコーダンツの

作成が意味を持つ。

　1．インデックスやコンコーダンツによって、他のいくつもの用例を確

認しながら読み進めることができる。なぜなら歴史的ドイツ語のテキスト

理解においては、用例の頻度数がその箇所の用法の正当性を確認する唯一

の手段であるからである。

　2．読解の成果として、逐一インデックスにその語彙の意味や文法的形

態を書き加えることによって、それ自体がテキスト理解の重要な情報とし

て蓄積され、さらに詳しい道具立てへと発展する。

　3．その作品専用の辞書編纂、一般的な中高ドイツ語の辞書編纂、ある

いは既存の中高ドイツ語辞典の改訂などの為の基礎資料となる。

且4）Gcorge　Fenwick　Jones／Hans－Dieter　MUck／U｝rich　MUIIer：Verskonkordanz　zu　den　Licdern　Oswaldt　von

Wolkenstein　GOppingen　1973

15）Marold，　Wcmcr，Kommentar　zu　den　Liedcrn　Oswalds　von　WolkcnsIein．　Bcarbeitet　und　herausgegcb¢n　von

Alan　Robcrtshaw．　Insbruck　1995
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1．2　最近のコンピュータ利用の実状

　古高ドイツ語、中高ドイツ語、初期新高ドイツ語時代などの歴史的ドイ

ツ語作品に関して、近年具体的にどのくらい新しい道具立てが加わったで

あろうか。すなわちWolkensteinを例に述べたインデックスやコンコーダ

ンツの類が実際どの位出版され、入手できる形になっているであろうか。

その辺の事情について目立った動向を述べておきたい（辞書類に関しては

今回は除外する）。

　最近、コンピュータを利用して作成された歴史的ドイツ語作品のイン

デックスやコンコーダンッが出版され始めている。ドイツのMax　Niemeyer

出版社から出版されているlndices　zur　deutschen　Literatur「ドイツ文学作

品のインデックスシリーズ」はその好例であろう。このシリーズ以外に

も、アメリカでは中高ドイツ語文学t｛F品に関して、インデックス類が早く

から著されている。’

　＊A．Senn　and　W．P．Lehmann：Word　Index　to　Wolfram’s　ParzlvaL　Madi－

son　1938

　＊R．－M．S．　Heffner　and　W．P．　Lehman：AWord－lndex　to　the　Poems　of

Walther　von　der　Vogelweide．　Madison　1950

　＊M．E．　Valk：Word－lndex　to　Gotfried’s　Tristan．　Madison　l958

また1973年にAckermann　aus　B6hmenとOswald　von　Wolkensteinの作品の

インデックス

　＊Robert　R．　Anderson　und　James　C．　Thomas：Index　Verborum　zum

Ackermann　aus　B6hmen．　Amsterdam　l973

　＊George　Fenwick　Jones　l　Hans－Dieter　MUck　l　Ulrich　MUIIer：

Verskonkordanz　zu　den　Liedern　Oswalds　von　Wolkenstein．　G6ppingen　l　973

等が散発的に出版されている。その後、前述のIndices　zur　deutschen
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歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・商瀬誠）

Literaturのシリーズから古いドイツ語作品が現代ドイツ文学作品のそれに

混じって出版されるようになった。現在まで既刊書を出版年月日順に挙げ

てみると

　＊Hartmann　von　Aue：Lemmatisierte　Konkordanz　zum　Gesamtwerk．1979

　＊Begriffsglossare　und　Indices　zu　Ulrich　von　Lichtenstein．　1980

　＊Lemmatisierte　Konkordanz　zu　den　Schweizer　Minnesangern．1984

　＊Wortindex　zu　Otfirds　Evangelienbuch．1990

　＊Begriffsglossar　und　Index　zu　Ulrichs　von　Zatzikhoven　Lanzelet　l993

　＊Begriffsglossar　und　Index　zur＞Kudrun＜　1994

　＊Lemmatisierter　Index　zu　den　Werken　des＞Strickers＜　1997

　＊Wortindex　zu　hessisich－thtiringischen　Epen　um　l200．1997

　現在までにおよそ30数冊出版されているシリーズの中で、古高ドイツ

語、中高ドイツ語、初期新高ドイツ語時代のインデックスやコンコーダン

ッはわずか8冊である。その内、古高ドイツ語が一冊（Oftrids

Evangelienbuch）、中高ドイツ語が6冊、初期新高ドイッ語はこのシリーズ

にはない。また特にここ10年の間にアメリカで、コンピュータを利用した

大規模なコンコーダンツ類が出版されていることは注目に値する。

　＊Clifton　Hall：AComplete　Concordance　to　Wolfram　von　Eschenbach’s

Parzival．　New　York　and　London　1990

　＊Clifton　Hall：AComplete　Concordance　to　Gottfried　von　Strassburg’s

Tristan．　Lewiston　1993

　＊Clifton　Hall　and　Samuel　Coleman：Walther　von　der　Vogelweide．　A　Com－

plete　Reference　Work．　Head－Word　and　Rhyme－Word　Concordances　to　His

Poetry．　Colorado　1995

　＊Clifton　Hal1：Head－Word　and　Rhyme－Word　Concordances　to　des

Minnesangs　FrUhling．　Colorado　l997
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コンピュータを利用したこれらの新しいインデックスあるいはコンコー

ダンツはしかし編者の制作意図によって内容は必ずしも一様ではない。現

在出版されているものを分類すると3つに大別することができる。

　　　①純粋な語彙のインデックス（語彙のアルファベット川頁配列と出現

　　　箇所指示）

　　　②コンコーダンッ（出現箇所表示とそのコンテクスト表示）

　　　③語彙が概念別に分類されたコンコーダンッ

　①のタイプはWortindex　zu　Otfrids　Evangelienbuch，　Lemmatisierter　ln－

dex　zu　den　Werken　des　Strickers，　Wortindex　zu　hessisch－IhUringischen　Epen

um　l200のような、アルファベットlll頁列（あるいは逆列）の語彙のイン

デックスを主としたものである。具体的には

　aband［subst．】（1）5－IO－005

　abande［subst．］（3）3－14－055　4－02－007　　4－11－011

　abandes［subst．］（1）5－04－009　　　　（Otfrid）

これは全ての単語をそのままの語形でアルファベット順に並べ、品詞、頻

度数、出現箇所の情報を与えている。　あるいは

　abend　Subsl　Dbt　704

　－abend；BR　143　105

　－abende：VE　xi　l86

　－abendes：KD　l3699

　－abendes

　－abent：KD　　　（Stricker）

これは全ての単語の原形（名詞の場合は主格、動詞の場合は不定形）を見

出し語にして、その見出し語をアルファベット順に並べて品詞を指示。そ

の下位区分として各語形と出現箇所の情報を与えている。次のWortindex

zu　hessisch．thtiringischen　Epen　um　l200もこれと近い記述方法である。
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abent（abend－）mAL（2）GL（1）HE（3）RU（1）

　NSg　abunt　HE（2）

　　　－abut　HE：1251．2

　A　Sg　abint　HE：7960s（218）

　　　－abunt　AL（2）：68187168；HE（2）：67217960

　G　Sg　abendes　RU：Ib　2

　　　－abindis　AT：C＊　15

　　　－abundes　GL：977；HE（3）；9584　12516　14990

　②のタイプは①のタイプに比べると情報の質と量とが増大する。

Hartmann　von　Aue．　Lemmatisierte　Konkordanz　zum　GesamtwerkはHartmann

von　Aueの全作品（Der　arme　Heinrich「哀れなハインリヒ」、　Erec「エー

レック」、Gregorius「グレゴリウス」、　Iwein「イーヴァイン」、　Das

Klagebtich且einのコンコーダンツである。これを例に説明しよう。

　abent（ll）

　abendes（5）

　　　381Edes　abendes　vil　tiure

　　　2474Edes　abendes　ze　beiden　siten

　　　2485Eim　was　des　abendes　geschehen

　　　4614Edes　abendes　do　si　gazen

　　　2200E　des　andern　abendes　gienc　si　dan

　abent（5）

　　　173Eunz　daz　der　abent　ane　gie

　　　1391Eden　selben　abent　schouwen

　　　2731　und　do　ez　an　den　abent　gienc

　　　64891　wand　ez　ein　warmer　abent　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－53一



　　691Kden　abent　und　den　morgen

　abents（1）

　　7891　danne　ouch　des　abents　do　ich　reit

　このコンコーダンツでは出現箇所の頻度数と出現箇所の引用があり、当

該語彙の文脈をみることができる点が前者のそれと大きく異なる所であ

る。Lemmatisierte　Konkordanz　zu　den　Schweizer　Minnesangernはさらに当

該語彙を大文字にして際だたせている。

　ABENT

　　ABENT
　　　　UVSii．30，28　　beidiu　den　ABENT　unde　fruo，

　　　　HVSix．3，5　　　den　ABENT　den　morgen

　　　　DVGxx．1，68　　ABENT　sehent，　unde　morgen，

　　　　JVWxxii，5，25　mangen　tac，　den　ABENT　und　den　morgen，

　　　　KVAxxiv．1，19　diu　mich　da　twinget　den　ABENT　den　morgen？

　　　　HAD　xxvii，39，53　zuo　zir，　und　ouch　vi且mangen　ABENT　spate．

　　　　ROSxxxii，7，16　ABENT　unde　morgen．

　また、Minnesangs　FrUhlingは当該語彙をゴシックにして、中央に置い

ている。

　abendes（1）

　　HM　136，30　　set／do　diu　sunne，　diu　des　abendes　under

　abent（4）

　　HM　135，4　　／ich　gelebte　noch　den　Iieben　abent　gerne．／daz　si　sich

　　　　　　　　　　　　her　nider／

　　HM　l46，（2）　／swaz　du　tugende　has．！den　abent　und　den　morgen／

　　　　　　　　　　　　sagent　sl

　　RH　175，13　　waz．／gesache　ich　wider　abent　einen　kleinen　boten．／so

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－54一



　　　　　　　　歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

RH　176，3　　ist　viL／spreche　ich　wider　abent　lihte　ien　schoene　wort．／

　　　　　　　　　waz

　③のタイプは語彙の語形を記述する以前に語彙を概念別に下位分類し、

その中で語彙をアルファベット順に配列したインデックスであり、

Begriffsglossare　und　Indices　zu　Ulrich　von　Lichtenstein、　Begriffsglossar

und　Index　zur＞Kudrun＜、　Begriffsglossar　und　Index　zu　Ulrichs　von

Zatzikhoven　Lanzeletがこのタイプである。　Kudrunを例にして説明しよ

う。

Kudrunは全体の語彙をA．Unversum　B．　Mensch　C．　Mensch　und　Weltとに

分類し、さらにA．Unversumを　1．　Himmel　und　Atmosphare　II．　Erde　IIL

Pflanzewelt　IV．　Tierweltに、　B．　Menschを　1．　K6rperliches　Wesen　II，

Geist／Seele　III．　Mensch　als　soziales　Wesenに、　C．　Mensch　und　Weltを　L

APriori　II．　Wissenschaft　und　Technik

に分類し、それぞれさらにいくつかに下位分類している。

たとえばA．Universum　I．　Himmel　und　Atmosphareを例に取れば、

　　　　　a）Himmel　und　Himmelk6rper

　　　　　　　　sterne

　　　　　　　　（morgensterne　l／l）

　　　　　　　　13551

　　　　　　　　sunne

　　　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　■　　　　　o

　　　　　b）Wetter　und　Winde

　　　　　　　　erwarmen

　　　　　　　　7423

　　　　　　　　0　　　　　0　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－55一



　　　c）Material

　　　　　stoup

　　　　　lO192

　これは語彙の意味領域を重視したグロサールおよびインデックスといっ

てよく、前の二つのタイプとは基本的にコンセプトが異なっている。騎士

道という大きな概念の語彙を調べたいときは、Ritterwesenを見ればPferd，

Reiten，　Waffen，　Schlacht，　Burg，　Turnierwesen等に関する関連語のインデッ

クスを見つけることができる。

　また対象となる作品に関して言えば、これらのインデックスやコンコー

ダンッは一つの作品を対象としたもの、ある作家の作品集を対象としたの

ものと、さらにSchweizer　Minnestingerやdes　Minnesangs　FrUhlingのよう

に様々な作家の作品を対象としたものとがある。それは内容や文学ジャン

ルとも関わってくる問題であろう。この中で、注目したいのが、アメリカ

で出版された前述のClifton　Hal1のDes　Minnesangs　FrUhling「ミンネザ

ングの春」やWalther　von　der　Vogelweideのコンコーダンッである。た

とえばDes　Minnesangs　FrUhlingは次のような構成からなっている。

　　　The　KWIC　Concordance　（見出し語、頻度数、出現箇所のコン

　　　　　　　　　　　　　　　コーダンツ）

　　　The　Frequency　List　（頻度数）

　　　Reverse　Index　of　Form　（逆引きインデックス）

　　　Rhyme－Word　Index

　一冊の本に、1つのコンコーダンツと3つのインデックスが含まれ、用

途によってこれを使い分けできるようになっている。読解の為だけではな

く、様々な中高ドイツ語の言語研究に利用価値が大きいと言えよう。

　最後に、場合によっては唯一の道具立てとなり得る一般的な中高ドイッ
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歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

語の辞書について若干述べておきたい。中高ドイツ語を読む上で不可欠な

辞書として、いわゆる大レクサー（Lexer：Mittelhochdeutsches

Handw6rterbuch）三巻本がある。これは本来、その前に編纂されたBMZ

（Benecke，MロIler，Zarncke：Mittelhochdeutsches　W6rterbuch）を補完し、検索

しゃすくするために作られた辞典であった。しかし、改訂されないまま既

にほぼ100年の月日を経ている。大レクサー編纂以降、多くの作品の校訂

本が編纂され、テクストのインデックス、グロサール、コンコーダンツの

類も数多く作成されていることから、大レクサーの大改訂は必須である。

数年前に出版されたFindebuch　zum　mittelhochdeutschen　W6rterbuch’6）は

大レクサー改訂計画の提唱者であるK．Gartnerが、大レクサー編纂後に作成

されたインデックス類を基にして、大レクサーに加えるべき語彙並びに新

しい典拠を示した辞書である。このFindebuchは編者によれば、あくまで

大レクサー大改訂の暫定的な仕事であるという。しかし、用例蒐集のため

に我々にとってより有益な辞書は、やはりBMZであろう。この辞書は中

高ドイツ語用例の宝庫であるが、その宝庫は宝の持ち腐れ的観が強い。と

いうのもその配列と印刷上に問題があり、せっかくの語義の分類が分かり

にくく、検索もしにくい。これを整理し、見やすく再構成すれば、中高ド

イツ語の学習がどんなに効率よくなることであろうか。その意味でBMZの

Neudruckの際に補遺（Alphabetischer　lndex　von　E．　Koller，W．Wegstein　und

N．R．　Wolf　Stuttgart　l990）が加わったことはBMZの見出し語の引きにく

さ（BMZは語源とその親族関係を基にして見出し語が配列されている）を

配慮したもので、それこそ少なくとも見出し語を探すまでの時間は大幅に

短縮されたことになる。

16）G温rtnertKurt　u．s．w：Findebuch　zum　mittelhochdeutschcn　WOrterbuch　mi【emem　rUcklaut’igen　Index．　Stuttgart

夏992このFindebuchの内容については以下の書評参照。

　新保雅浩：Findebuch　zum　mittelhochdeutschem　WOrtcrbuchについて。日本独文学会編　ドイツ文学92号
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　小レクサー（Lexer：Mittelhochdeutsches　Taschenw6rterbuch）については改

訂がしばしば行われ、また比較的早い時期（1984年）にコンピュータを利

用して、この小レクサーの逆引き辞典！7）が生まれている。

2．歴史的ドイツ語研究になぜコンピュータが必要か

　これまで、19世紀以来の研究成果とコンピュータを利用した最近の成果

を、古いドイツ語のテクストを読むための道具という観点から眺めてき

た。コンピュータを利用して作成したインデックスやコンコーダンツの類

が歴史的ドイツ語の研究分野でも次第に出始めていることが分かるであろ

う。では、なぜコンピュータを利用した作業が必要なのであろうか。

　コンピュータの威力は大量のデータ処理とそのスピード、正確な繰り返

し機能、さらに検索機能であろう。19世紀には、数十年をあるいは一生を

かけて手作業で作成したものが、現代では瞬時に出来上がる。さらに一度

データとして入力しておけば、様々な利用の仕方が可能である。それだけ

ではない、手作業より正確である。どんな物を作るにせよ、手作業からコ

ンピュータ利用への移行は当然の成り行きなのであり、これを利用しない

手はない。

　古いドイツ語研究はコンピュータとは無縁であり、昔ながらの方法で、

という考えがあるとすれば、それは妙な先入観に過ぎない。自体はむしろ

逆である。限られた文献、数少ない資料の中でともかく読解のための言語

的道具を少しでも必要としているのである。テクスト読解の為の道具を合

理的に増やすことによって、用例検索や蒐集に費やす時間が大幅に短縮さ

れる。特に日本の歴史的ドイツ語の研究分野では、前に述べたとおり、テ

クスト理解が研究の大半を占めており、このためにあまりに多くの時間が

1994

17）Bachofer／v．HahnlMohn：Rlickltill　figes　WOrterbuch　der　Mittelhochdeutschen　‘Spache．　Stuttgart　1984
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費やされてしまい、本来の言語研究以前に、テクスト読解自体が研究その

ものとなりかね得ないところがある。そのような状況の中では、読解のた

めに、効率的で、正確で、早い方法を取り入れようとする事は至極もっと

もなことだと思えるのである。道具立てがたくさんあればあるほど、多く

のテクストを早く、正確に読める。

　コンピュータ利用の理由はもう一つある。読解した成果を逐一インデッ

クスにその語義や文法形態を書き加えることによって、それ自体がテクス

トの重要な情報として蓄積され、さらに詳しい道具へと発展する。そし

て、はじめに入力の設計を立てておけば、入力し終わったデータベースを

もとに様々な利用が可能となる。たとえば、Wittenweilerのテクストは語

彙の綴りは古典的な中高ドイツ語とはかなり異なる。しかし、この作者の

作品の中では当然、綴りの体系がある。テクストがコンピュータに入力さ

れていれば、この綴りの体系を調べることが容易である。体系を知ってし

まえば、中高ドイツ語のどの語彙に相当するか迷うことはなく辞書に当た

ることが出来るのである。まして、ある語句の意味、用法を理解するため

に、同じ様な文脈の用例が必要である場合は、コンピュータの威力が遺憾

なく発揮される。歴史的ドイッ語を読む上で重要な点は、同じ言い回し、

用例の頻度が高ければ高いほどその語法が正しい用法であることが確認で

きるのである。　さらに、コンピュータで作成された辞書の補助手段は、

歴史的ドイツ語の言語的研究の効率化をも生み出す。ここでは、箇条書き

にとどめる。

　　　①言語研究のための用例蒐集

　　　②文法形態に関する活用変化研究のための資料

　　　③接頭辞、接尾辞研究のための資料

　　　④出現頻度の統計学的研究の資料

　　　⑤韻律及び押韻研究のための資料

一59一



⑥語彙の意味論的研究のための資料

⑦辞書編纂の為の基礎資料

⑧特定の語彙、特定の品詞シンタクス上の問題などの用例蒐集

⑨辞書、文法書にある用例の出典箇所の確認

3．歴史的ドイッ語研究にどんな道具立てが必要か

　では、歴史的ドイツ語の研究を効率化するためにどんな道具が必要かを

考えてみよう。これまでの述べてきたことをまとめると、必要な道具につ

いては次の二つに大別することができる。

3．1　19世紀以来蓄積された古い文献の改訂作業

　前に述べたように、19世紀に手作業で、丹念に時間をかけて作成された

インデックスやグロサール、そのような本は現在絶版であったり、あるい

は欠落や誤植があり、さらに何よりも検索に時間がかかる。このような既

存のグロサールを新たに新しいデータベースを基にして改訂することが歴

史的ドイツ語の読解にとって重要である。ここではその例として、前に述

べたP．Piperの古高ドイッ語のOtfrid専用辞書の改訂作業（筆者はすでに具

体的に実施しているが）を例にとってみよう。この辞書を次のような形に

改訂することが理想である。arabeitという名詞の場合、

　見題し語（arabeit）一強弱変化・性別（stf．）一語義（Arbeit，　Anstrengung，

Werk．．．）

　変化形（arabeiti．）一　数・格形（d．　s．）一　出現箇所（5，19，50）一　文

脈（sie　sint＿）を配列し、表示すると、次のようになる。

arabeit　stf．　Arbeit，　Anstengung，　Werk；Tnibsal，　Bedrtingnis；Straf，　Qual

arabeiti　g．s．　　5．，9，34　　　thiu　sin　selba　guati　　　　　　　thera　altun　arabeiti，

　　　　　　　　　　　　　　－60－一



arabeiti　d．s

arabeit　a．s．

arbeiti　n．pl．

arabeito　9．pl．

歴史的ドイツ語研究におけるコンピュータ利用の現状と可能性（新保雅浩・高瀬誠）

5，19，50

5，10，5

5，23，82

5，23，108

5，23，118

5，23，148

5，23，160

1，18，23

5，7，52

2，14，4

L48

2，14，10

5，19，24

5，23，ll

H．ll3

5，23，79

　　　　95

　　　105

　　　115

　　　145

　　　157

　　　161

5，25，7

5，25，97

sie　sint　al　ebanreiti　　　　　　　　in　theru　selbun　arabeiti．

Ni　dua　thir，qaudun，thia　arabeit，　wanta　aband　unsih

anagelt

wir　mit　ginadon　thinen

wir　mit　ginadon　thinen

wir　mit　ginadon　thinen

wir　mit　ginadon　thinen

wir　mit　ginadon　thinen

arabeiti　manego

ni　klekent　mir　zi　heiti

ni　lazent　thie　arabeiti　es　ftist

arabeito　ginuag；

firdruag；

theist　dages　heizesta

Biscrirmi　uns，druhtin　guato，

Chorota　er　ofto　thrato

Biscrimi　uns，　druhtin　guato，

Biscrimi　uns，　druhtin　guato，

Biscrimi　uns，　druhtin　guatto

Biscrimi　uns，　druhtin　guato

Biscrimi　uns，　druhtin　guato

Biscrimi　uns，　druhtin　guato

Therero　arabeito
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thesa　arabeit　bimiden！

thesa　arabeit　bimiden！

thesa　arabeit　bimiden！

thesa　arabeit　bimiden！

thesa　arabeit　bimiden！

sint　uns　hiar　io　garawo，

thie　liebun　arabeiti．

tthemo　warlicho　man　ist．

mit　thulti　sama　iz　ouh

joh　arabeito　meista．

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

thero　selbun　arabeito，

tharbent　io　ginoto



arabeitin　d．pl．　L23

　　　　　　1，18，27

　　　　　　4，7，31

　　　　　　5，6，65

arabeiti　a．pl．　L38

　　　　　　2，16，29

　　　　　　4，31，8

　　　　　　5，23，9

　　　　　　2，14，46

　　　　　　4，7，13

　　　　　　4，15，42

　　　　　　2，21，20

Riaf　got　imo　ofto　in　notin，

Mit　arabeitin　werbent

Sie　sint　thanne　in　wewen，

ISt　rUmO　er　in　then　gUatin

er　se亘bo　thuha　ouh　noti

Salig　thie　in　noti

ja　thultist　thu　zi　noti

Ouh　zellen　thio　arabeiti

theih　thuruh　thino　guati

Tho　zalt　in　thiu　sin　guati

arabeiti　manago，

thaz　thu　in　thera　dati

2，14，110　giangut　ir　bi　noti

in　suaren　arabeitin；

thie　heiminges　tharbent；

in　arabeitin　seren，

fon　unsen　arabeitin，

ju　manago　arabeiti，

thultent　arabeiti，

thio　selbun　arabeiti．

thie　wir　hiar　thulten　noti

bimidi　thio　arabeiti．

thio　selbun　arabeiti，

thio　in　tho　warun　garawo．

ni　firlasest　thie　arabeiti．

in　anderero　arabeiti．

これに加えて、変化語形から原形を導き出すインデックスがあれば、完壁

である。古高ドイツ語のTatianには巻末に語彙と格形の付されたインデッ

クスがあるが、これもコンピュータを用いて整理し、改訂すれば、ずっと

検索しやすくなる。Tatianの場合はこのインデックスが唯一のTatian専用

辞書となるので、改訂は必須であろう。Tatianの様な散文の場合、問題点

としては、グロサールの底本となっているテクストを現存の校訂本とする，

か、新たにコンコーダンッのためのテクストを作るか、という問題が残

る。

3．2　新たなインデックス・コンコーダンッ作成

テクスト専用の辞書、インデックス、コンコーダンツがないテクストの為

にはまず単純なインデックス作成が急務であろう。その場合、変化してい
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る語形から原形を導き出せるようなインデックスが実際の読解の場で有益

である。

　　　　　1．インデックス作成

　Wolkensteinの例えばarmを例にとろう。最初の単純なインデックスでは

armの変化形がアルファベット順にそのまま配列してある。そのインデッ

クスに品詞と原形を加えた上で、原形見出しの配列にする。

　語彙見出し　品詞　　　　　　　　　　　　原形見出し

　arm　　　　　　adj．　　　　　　　　　　　　　　　　arm（adj・）

　　　Oll／125　volg　gruder　swester　arm　und　reich

　　　Ol9／033　engegen　ratt　loff　arm　und　reich

　arm　　　　　　sub．　　　　　　　　　　　　　　　　arm（sub．）

　　　001／036seid　mir　die　bain　und　arm　beslagen　sind

　　　OO玉／099　in　ainen　mit　dem　tengken　arm

　arme　　　a（lj．　　　　　　　　　a㎜（a（lj．）

　　　001／114und　waiss　nicht　wo　mein　arme　sel　hin　fert

armen

　O43／008

armen

　Ol6／056

　018／092

armen

　OlO／036

　032〃042

　verb．　　　　　　　　　　　　　　　armen（verb，）

an　freuden　muss　ich　armen

　sub．　　　　　　　　　　　　　　　　arm（sub．）

mit　armen　blanck　umbvangen

das　klag　lch　iren　zarten　weissen　armen

a（lj．　　　　　　　　　arm（a（ij・）

die　got　verhengt　den　armen　und　den　reichen

und　die　an　hail　den　armen　recht　vermeiden
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　　amler　　adj．　　　　　　　　arm（adj・）

　　　　008／001　du　armer　mensch　las　dich　dein　sund　hie　reuen　ser

　　　　O35／017　wie　ward　die　nacht　mit　armer　macht　so　wol　bedacht

　　armes　　　　sub．　　　　　　　　　　　　　　　arm．（sub．）

　　　　020／017　do　es　mit　armes　bandea　hart

　　armes　　adj．　　　　　　　　amm（a（lj・）

　　　　107／009　von　trost　mich　vil　armes　weib

　　amt　　　verb．　　　　　　　　　　armen（verb．．）

　　　　003／023　armt　si　an　wirden　oder　an　gut

　　　　　　2．コンコーダンッ

　　このインデックス作成を基にして、より詳細なコンコーダンツ作成が可

能となる。

　　Wolkensteinのarmの例を再び使えば、次．のようになろう。

arm

　　arm

（sub．）

　　armen

　　armes

arm　（a（lj．）

　　arm

　　（12）

　　001／036seid　mir　die　bain　und　arm　beslagen　sind

　　OO1／099　in　ainen　mit　dem　tengken　arm

　　O16／056　mit　armen　blanck　umbvangen

　　Ol8／092　das　klag　ich　iren　zarten　weissen　armen

　　O20／Ol7　do　es　mit　arrnes　bandea　hart

（26）

　　Ol1／125　volg　gruder　swester　arm　und　reich

　　Ol9／033　engegen　ratt　loff　arm　und　reich
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armer

armes
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001／114und　waiss　nicht　wo　mein　arme　sel　hin　fert

O10／036　die　got　verhengt　den　armen　und　den　reichen

O32〃042　und　die　an　hail　den　armen　recht　vermeiden

008／001　du　armer　mensch　las　dich　dein　sund　hie　reuen　ser

O35／017　wie　ward　die　nacht　mitarmer　macht　so　wol　bedacht

107／009　von　trost　mich　vil　armes　weib

armen　（verb．）（2）

　armen　　　　O43／008　an　freuden　muss　ich　armen

　armt　　　　　OO3／023　armt　si　an　wirden　oder　an　gut

最初のアルファベット配列は品詞別原形に分類され、それぞれの変化形が

下位分類される。これに語義と文法形態を表示すれば、P．PiperのOtfridグ

ロサールのようになる。この流れを箇条書きにすると、次のようになる。

　　　1　総語彙インデックス

　　　2　各語彙に原形を加える

　　　3　原形を見出し語にし、その下に変化語形の語彙を並べたコン

　　　コーダンツ作成

　　　4　各語彙に語義を付け、文法形態と頻度数を表示する

　　　5　逆引き辞典の作成

　すなわちP．PiperのOtfridグロサールとDes　Minnesangs　FrUhlingのコン

コーダンッを組み合わせたようなコンコーダンツが歴史的ドイツ語の読解

には極めて有効ということになるであろう。
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むすび

　当面の課題としては、1）すでにある古い文献の改訂作業と、2）ほと

んど文献のないテクストに関するインデックス作成作業の着手であろう。

別の言い方をすれば、ある特定のテクストのインデックス作成から始ま

り、ある作家の作品ごとのコンコーダンツ作成、同時代のテクストの辞書

へと発展させること、が重要である。古い文献の改訂作業としては、上述

の古高ドイツ語OtfridやTatian以外にはBMZの改訂作業が考慮に入れられ

る。

　我が国（筆者の近辺や筆者自身）でも古いドイツ語テクストに対して個

人のレベルあるいはグループでインデックス編纂の試みは始められてい

る。しかし少なくとも古いドイツ語の場合、公開し合い、情報を交換し

合って作成した方が本来合理的で能率的であろう。

　歴史的ドイツ語の文字状況、韻文か散文か等などの多くの問題点を度外

視して、この分野の研究者としてさしあたりどんなものが歴史的ドイツ語

テクスト読解の道具として必要で、有効かを述べてみた。コンピュータを

利用しての道具立てといっても、あくまでコンピュータが主体ではなく、

効率の良い環境の中で人間がゆっくり研究することが主眼であることは言

うまでもない。本稿では紙の上の情報を問題にしたが、さらに、多くの

データベースを利用して複数共起する語彙の用例を検索することが手軽に

パソコンで可能となれば、これは歴史的ドイツ語の研究にとってかなり有

益なことはまちがいないであろう。その辺の可能性をも含めて、どこまで

歴史的ドイツ語研究者の要望に応えてくれるかは、コンピュータ技術とそ

の専門家の問題であろう。
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第II部
高瀬　誠

1．研究のための資料と道具について

1．1　資料について

　コンピュータを利用して、歴史的ドイッ語に関する研究活動を行うため

に、まず必要となる資料を分類してみると、次の様なものとなる：

Lこれまで築き上げられてきた業績資料

2．これからの研究に必要となる新たな資料

このうち1は、これまで有益に利用されてきたものを、コンピュータを利

用する事でさらに有益に利用できる可能性を持つ事になる。そして2は、

これまで作成される事がなかった様な資料であり、それらはとりわけ、こ

れまであまり研究が進まなかった資料の研究を促進させる事ができよう。

またそれによってこれまで培われた業績を補足・修正する事も可能とな

る。こうした点に関しては既に述べられている事なので、ここでは繰り返

さない。

　ユの資料をデータ化したものには、例えば主として次の様なものが考え

られる：

＊写本・印刷本等一次資料のテキスト型データ1）

1）一次資料には、ここで挙げたテキスト型データにはなりにくい情報も記載されている場合がある。そうし

たものは画像の形でデータ化し、分析の対象とする場合も考えられるが、これは本稿の対象からはとりあえず

外す＄にする。しかし、データ化の過程で、データにはならずに洩れてしまう情報もあり得る事を忘れてはな

らない。
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＊一次資料を元に作成された校訂本のテキスト型データ2）

＊既刊の当該言語の辞書のテキスト型データ

2に属するデータとしては、次の様なものが挙げられるであろう：

＊これまであまり研究の進んでいなかった一次資料のテキスト型デー

　タ

＊各作品毎のIndex，　Konkordanz，辞書のテキスト型データ

＊各時代・各地域毎の言語資料のテキスト型辞書データ

12　道具について

　歴史的ドイツ語のテキストを調査・研究するための道具として、これま

でにも辞書、文法書、校訂本の注釈、Konkordanz，　Wordindex，解説書、翻

訳書等が利用されてきた。そうしたものの中には、辞書や文法書・解説書

等の様な、コンピュータを利用する／しないに関らず、調査・研究には必

要な道具がある。また辞書の様にコンピュータ上のデータとなっている

と、極めて有効に利用できるものもある。

　一方コンピュータを利用する事で、従来の用途で使われなくなる可能性

のあるものもある。例えば出現している語を単純にアルファベット順に並

べたWordindexの様なものがこれに相当する。コンピュータを利用しな

かった、いわば手作業で様々な調査・研究が行われていた頃には有用で

あったこれらの道具も、コンピュータを利用した調査・研究では、Llの

1に属する3種の資料と適切な検索・分析ツールがあれば、それらは不要

となる。なぜなら、調査対象になる資料と、検索・分析の条件が一定であ

2）これについても、作品毎にどの校訂本をデータ化するか（あるいはできるか）という問題がある。さらに、

その校訂本のどの範囲までをデータ化するのか、といった問題も存在する。
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れば、結果は常に一定となり、必要な時に、同じものを、何度でも、短時

間に、引き出す事ができるからである3）。

1．3　Wordindex，　Konkordanzについて

　歴史的ドイツ語の研究に必要な道具のうち、コンピュータを利用したも

のの中で、WordindexやKonkordanzに対しては、とりわけ強い要望があ

るようである。そこでここでは、この資料について特に述べてみたい。

1．3．1　各種Indexの役割について

　まず、各種のIndexの役割についてここで確認しておく。Wordindexや

Konkordanzが作成される目的と役割には以下の様な点が挙げられよう：

1．当該語句のいわゆる「原形」や変化系列の判定を容易にする

2．当該語とその同音異義語の区別を明確にする

3．当該語句の用例検索を容易にする

これにより、各種のテキスト　　とりわけ研究のあまり進んでいないテ

キストーの解読が容易になり、当該テキストのSyntax等の分析研究

はもとより、当該言語の体系的研究や同時代の他言語との比較研究が進展

する事が期待される。さらに、個別のテキストに対するIndex，　Konkordanz

の記述が、当該の言語を記述する辞書・文法書等の記述へ反映する事で、

それらを一層充実・発展させる事も十分に考えらる。つまり各種のlndex，

Konkordanzは、最終的に辞書や文法書ヘデータが体系的に集約されるた

めの中間的なデータ集という位置付けもできる。

3）データ量やアルゴリズム、あるいはコンピュータの処理能力等の関係から、検索・分析ツール自体がln－

dexを持つ場合もある。しかしこれは純粋に技術的な要請から出てくるものであり、そこで作成されたIndex

を直接調査・研究のための道具として利用するケースは、特殊なものと考えられる。
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1．3．2　コンピュータを利用した簡単なIndexの作成例

　コンピュータを利用する事で、一般に各種のIndexは比較的容易に作成

する事ができる。ただし、必要となるデータの形式や作成手順、必要な手

間等は、求めているIndexの形式によって、変わってくる。

　よく求められる理想的なIndexの形式をここで想定してみると次の様に

なろう：

＊見出し語（テキストで使われている語のいわゆる「原形」）

　この下には次の様な要素が記述される：

　　1．品詞

　　2．変化形と文法的特性

　　3．使用されている位置表示記号と文例

　4．使用頻度

このうち、各変化形と位置表示記号・文例については、もとになるテキス

ト資料のデータがきちんとしていれば、かなり容易にIndexへの処理が可

能である。例えば、3．2で示す実例で用いているHartmannn　von　Aueの

。Der　arme　Heinrich“のデータ4）と、Perlというテキスト処理ッールとそ

のスクリプト（ここではw－index．plというファイルになっている）、それ

にsortコマンド5）を利用してみると、例えば次の様な事が可能である。

1homeltakase＿m＞ノw－index．pl　heinr．txt　1　sort　－dfb

4）【16］に基づいて作成されたデータ。3．2以降で実例として扱うものと同一。

5）sortというコマンドは、計算機が持つ文字コードの序列で並べ替えを行うッールである。本来であればこ

こでは、各言語にふさわしい序列での並べ替えが求められるが、今の所そうしたツールは残念ながら存在して

いない。しかし、そうしたツールは今後必ず必要となってくる事から、筆者の所でも目下設計中ではある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ab　besten　werdekeit，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ab　s、＾｛、i｝ner　besten　werdekeit

　　　　　　　　　　alsus　tet　er　sich　abe

　　　　　　　er　wirfet　diu　ougen　abe　mir．

　　　　　　　　　daz　ir　muoter　dar　abe

　　　　　und　ouch　daz　guot　nie　abe　gebrach．

　　　　　　　　　　　und　der　w＼Aac　abe　tweht，

　　　　　　　　　　　　　daz　si　sichs　abe　t｛、ae｝te．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　abe　ziehen　diu　kleit．

　　　　　　　　sprach　der　meister　aber　d、＾o：

　　　　　　　　　　　　　　　nu　enist　aber　nieman　s、＾o　rX＾｛li｝ch

　　　　　　　　sprach　der　meister　aber　d、Ao；

　　　　　　　　　　　　d、Ao　ir　vater　aber　tete

　　　　　　　　　　　　　　si　bereite　aber　ein　bat

　　　　　n、Au　gesw、A｛、i｝ge　wir　aber　der　n、Aot，

　　　　　　　　　　vil　tiure　wart　si　aber　beswom，

　　　　　　　　　　　　　als　ouch　an　Absal、＾one，

　　　　　　st｛、ae｝ter　triuwe　ein　adamas，

s、A｛Ni｝n　gedinge　und　s、A｛、i｝n　ahte．

　　　　　　　　以下省略

1．3．3　出力結果に関する問題点

　　この様に、オリジナルのテキストデータから、各語形、当該語のある行

番号、当該箇所テキストを簡単に出力する事はもちろん、その当該箇所を

上の例の様にKWIC（Key　Word　ln　Context）の形式で出力させる事も比較

的簡単にできてしまう。また、使用頻度についても、各語の例文の件数を
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計測させる事により、これに加える事は比較的容易である。

　しかし、先のIndexのモデルのうち、見出し語となるいわゆる「原形」

と、各語の品詞・ならびに当該変化形の文法的特性は、ここで利用してい

る資料テキストデータからだけでは、簡単に導き出す事はできない。この

問題をクリアするには、主として次の様な方策が考えられる：

1．テキスト資料の文例から、変化形のいわゆる原形たり得るものを捜

　　し出し、変化系列も同様に文例から導き出す

2．各語形の見出し語となるべき形と文法的特性をあらかじめテキスト

　資料のデータに書き加えておく

3．当該言語に有効な形態素分析ッールを用いる

　1の方式は、例えば動詞であれば、話法の助動詞などと共に使用されて

いる部分から不定詞を抽出したり、名詞であれば1格の形で用いられてい

る部分から抽出したりする、といった作業を行う事になる。つまり最終的

な判断は結局の所はかなりの部分を人手に頼る事になる。しかし、その全

てを手作業で行うよりは、はるかに効率よく作業が進む事は間違いない。

これは、あまり研究の進んでいない、あるいはほとんど未砥究の資料に対

しては、比較的有効な手段であろう。

　2の方式では、分析対象になる資料テキストのデータに、あらかじめ問

題となるデータを書き込んでおく事で、抽出を容易にするものである。こ

れは既に研究が進んでいる資料に対してはそれなりには有効となり得る

が、そうでない資料に対しては、あまり有効ではない。そうした資料の

Indexは、そもそも当該語句の文法的特性を効率よく判定していくための

材料となる中間的な資料であり、それを作成するのにあらかじめ文法的

データを入力するなどというのは、本末転倒である。さらに、そうした文
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法上のデータは、後で検索をかける際の障害ともなる6）。ゆえにこうした

データは言語資料データには入れるべきではない。

　3の方式は、テキスト資料データから、各形態素を自動的に判定し、使

用されている変化形、文法的特性、品詞、いわゆる原形、などの要素を表

示するッールを利用するものである。一見すると、これがもっとも理想的

な様に見える。しかし残念ながら歴史的ドイツ語に関するその様なツール

は今の所存在しない。また存在していても、その分析結果を過信するのは

やはり危険な事である。なお、現代日本語用の形態素分析ツールは既に幾

つか存在する。ここではそのうちの一つである「茶笙」の名を挙げるに留

めておく7）。

　以上の様に、既に存在するコンピュータ上のッールを幾つか組み合わせ

て利用する事で、比較的簡単にかつ短時間のうちに、それなりの形式の

Indexを作成できる事は明らかである。しかしlndexの種類によっては、

全ての作業をコンピュータで自動的に行なおうとするのはやはり無理があ

り、作業工程によってはどうしても人間の手を煩わせなければならないも

のもある。そうした場合、原テキストのデータから目的とするIndexを作

成するために、どの様な作業手順・工程が必要となり、そのうちのどの部

分をコンピュータで自動化できるのか、どの部分を人間の手で行う必要が

あるのか、といった点を明らかにした上で作業する必要があろう。

L3．41ndexをめぐる考察

　ここで今一度、各種のIndex，　Konkordanzに関して考えてみたい。各種

のIndex，　Konkordanzには、1．3．1で挙げた様な利用目的とその効果が考

えられる。しかし、冷静に考えてみるとその利用目的のうち、1．3」の3

6）もちろん検索に使うッールにも、スクリプト等のアルゴリズムにも依存する事であるのは言うまでもない。

7）　「茶笙」に関しては、【11］ならびにhtlp：〃cactus．aist－nara．ac．jptlab！nlt／chasen．htmLを参照されたし。
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で挙げられている用例検索の簡易化は、Indexをわざわざ作らなくとも、

元となるテキストデータと然るべき検索用ッールを利用する事で、事足り

てしまう。しかも、必要な部分を、極めて短時間に、何回でも出力させる

事ができるのである。またその用例の出力形式に関してみても、従来の各

種Indexは一行単位での出力表示しかなく、本当に必要としている部分

が、全てすぐさま引き出せて利用できる訳ではない。もちろん、KWIC

（Key　Word　ln　Context）形式の出力も、。ln・Context“と称しているものの、

所詮は一行単位での出力しかしていない8）。その意味では、用例収集を目

的として各種のIndexを作成するのは全く無意味となる。それよりも、オ

リジナルのテキストからPerlのスクリプト等の検索ツールを利用して、

場合によっては複数行単位で必要部分を引き出す方が、はるかに効率的に

研究活動は進められるであろう9）。

　また、1．3」で挙げた1，2の様な、いわゆる「原形」や変化系列の確

定、同音異義語の確定という作業のためには、各種のIndexの役割は大き

いと考えられる。しかしそれらは本来、辞書や文法書が担うべき役割であ

る。そして、各種のIndex，　Konkordanzを先に述べた通り、辞書や文法書

ヘデータを体系的に集約するための中間的なデータ集と位置付けるのであ

れば、それを加工・利用して確定された要素は、早急に辞書や文法書に反

映させ、役目を終わらせるべきものである。そうした目標のないまま、各種

のIndex，　Konkordanzを作成するのはやはり無意味と言えようlo｝。

　いずれにせよまずは、分析対象となる写本・印刷本等の一次資料データ

8）筆者が最初にKW［C形式を知ったのは、今からおよそ16，7年程前の事である。とあるプログラミング

の入門書で見掛けたこの出力形式を、面白いものだとは思ったものの、一行単位での出力にやはり当時も強い

不満を覚えたのを今でも記憶している。

9）こうした検索に関しては、後述の3．2，2を参照されたし。

10＞もちろんその作業が終了したからと言って、各種のIndex，　Konkordanzが全く不必要になる事はないと

思われる。そうした形で完備された辞書や文法書などと共に、計算機上に残された各種のIndex，　Konkordanz

は、歴史的ドイッ語のテキストの読解や学習のために、さらには研究作業の諸過程を学習するためにも良き副

教材ともなり得る。その意味では、後進の研究者を育成するためにもその存在意義は失われないであろう。
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や、それを元にして作成された校訂本の資料データを、コンピュータ環境

に依存しない形できちんと作成し、然るべきツールと共に用意する事こそ

が、何よりも肝心な事である。

2　データとコンピュータ環境に関する前提

　実際の処理について述べる前に、データやコンピュータ環境についての

前提条件を整えておく。

2．1　データ

　データは、最低限次の様な条件を全て満たし、これに反する特質を持っ

ていてはならない：

1．統一的に記述が行われている事

2．特定のコンピュータ環境に依存しない形式になっている事

3．文字コード等に関して国際的に問題のない形式になっている事

4．データの記述方式はできる限り広く認知されているものである事

5．誤りのない（もしくは極めて少ない）データである事

6．できる限り誰でもが利用可能なfreeなものである事

2．1．1データ型

　文書を扱うデータの形式にも一般にバイナリ型のものとテキスト型のも

のがある。前者は、ワードプロセッサ等により作成されるデータで、特定

のコンピュータ環境で扱いやすい反面、データの汎用性を欠いてしまい、

他のコンピュータ環境では極めて扱いにくいものとなってしまう。後者

は、それに対してエディタ等で作成されるデータで、コンピュータ環境に
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依存せず、幅広く利用できるが、既存の文字コードでの表現しかできない

という性質も持つ。

　本稿で目指している歴史的ドイツ語の調査研究には、特定のコンピュー

タ環境に依存するようなものは全く無意味である。また、対象としている

データはテキストの形式を取るものである。従って、本稿ではテキスト型

のデータを扱う事を前提とする。

2．1．2　特殊文字について

　テキスト型データとして歴史的ドイツ語を記述する際に問題となるの

が、歴史的ドイツ語特有の文字の処理である。これはコンピュータが持つ

文字コードの体系に依存する問題であり、すぐに解決できるものではな

い。現状では複数の文字コードを組み合わせて、特殊な文字を表現するし

かない。以前はそうした文字列パターンをデータ作成者が各者各様に決め

てデータ化が行われていた様であるが、それでは様々なデータを統一的に

扱う事はできなくなる。

　そうした問題を解決するには、各データの記述を統一的に行う必要があ

る。その記述方法は当然の事ながら、個別の作成者が勝手に決めたもので

はなく、広く認知され、かつ最も適切な方式で行わねばならない11）。

　ここでは国際的に広く用いられている組版処理システムTE）（並びに

leTEXのドイツ語用スタイルファイルgerman．styでの記述方式を基準と

し、そこで定義されているもの以外についてもTEX及びEコrE）（での標準

的記述方式に従う事とする12）。

11）また将来、現行のものよりも優れた記述方式が考案され普及した場合、極めて容易にその方式へ移行でき

るようにしておく必要もある。そのためにもデータは広く認知され、最適な形式で統一的に記述されていなけ

ればならない。もちろんその新しい記述方式も、2．1で挙げた条件を全て満たしていなければならないのは当

然の事である。

12）TEX並びにIATEXについては、【7】，【8】，【9］，ロ8L　p9】等を、　german．styについては120】を参照。また、

これによるテキスト型データの記述については、口L【2】，15】等を参照されたし。
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2．2　コンピュータ環境

　コンピュータの世界では、物事の進展のスピードが通常の世界よりも桁

違いに速い。少し前には最新鋭だった技術が瞬く間に古いものと化してし

まう事もしばしばである。本稿で述べる情報が古くなるのにも、おそらく

さほど時間は掛からない事と思われる（もちろんある意味ではそれが望ま

しい事でもあるが）。

　またここで述べる事項は、コンピュータの世界では既にかなり以前に解

決されてしまったテーマがその大半である。そのため既にコンピュータを

利用する者達にとっては、目新しいものはほとんどない13）。

　本稿では、筆者が普段利用しているUNIXシステムのうちの一つであ

るLinuxを中心にして14）、様々なデータ処理の例を挙げるが、他のコン

ピュータ環境でも類似した処理が可能である。また、ここで前提とするコ

ンピュータ環境は、現段階で有用と思われるものに過ぎず、将来さらに有

用なものが出現している可能性もある事をあらかじめ記しておく。

3　データ処理の実例

　ここでは、辞書をデータ化して利用する事と、後述の検索ツールを用い

て、データから必要な語句を検索・抽出する方法とを考えてみる事にす

る。

13）反面その処理方法は、コンピュータを利用する際の極めてスタンダードなものと言う事もできる。いずれ

にせよ、そうした処理を行った資料の分析研究に、少しだけやる気になりさえすれば、極めて短時間でできて

しまうIndcx作成程度のものしか見られないのは、コンピュータ利用者の一人として率直に言って驚きを隠

せない。本来であればもっと先に進んだ研究活動が行われていて然るべきではないだろうか。その点に関して

は、我々を含めた研究者一同は、既に単純軽作業の域に入ったIndcx作成程度の作業で満足などせず、さら

に先へ進むために一層の努力が求められる所であろう。

14）現在はSlackware　3．4＋PJE－O．1を中心としたシステムとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　－77一



3．1辞書のデータ化一BMZを例として一

　歴史的ドイツ語テキストの調査・研究に対して、もっとも有用な参考資

料に辞書と文法書が挙げられよう。ここ数年、特に中高ドイツ語について

は文法書は既存のものの改訂が重ねられ、より充実した内容となってきて

いる。

　しかし辞書に関しては、改訂作業が遅々として進まず、以前より指摘さ

れている欠点をそのまま引きずってきているのが現状である。とりわけ

Benecke1Mtiller！Zarncke（【13］，以下BMZ）は、その優れた記述にも関ら

ず、目的の見出し語を探すのにも何かと手間が掛かる上に、まるで人を寄

せ付けたくないかの様な組版のために、必要な情報を取り出すのにかなり

の時間が掛かってしまっていたのは、筆者だけではないのではないだろう

か。

　一例としてgebenに関するBMZの記述を整理し、例文を除外した形

のデータを示す。

1，500，b，　7

1，500，b，19

1，500，b，29

1，500，b，32

1，500，b，33

1，501，a，19

1，501，a，30

1，501，b，40

1，501，b，44

L501，b，44

1，501，b，46

GIBE，　GAP，　G、＾ABEN，　GEG”EBEN　Ntextit｛gebe｝

1．ohne　object．

2，mit　blo”sem　dative．

3．mit　blo”sem　accus．

　a，etwas　au”ser　sich（Gr．4，599）

　b，sich

4．mit　dativ　und　accus．

5，miI　dativ　und　partitivem　genit．

6，mit　infin，

　a，ohne　ze

　b，mit　ze
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夏，502，a，2

1，502，a，　3

1，502，a，4

1，502，a，　5

1，502，a，6

1，502，a，6

1，502，a，12

1，502，a，28

1，502，b，38
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7．mit　pr”adikativem　subst．，　adj．，　oder　partic．

　a．swer　meister　oder　rihter　wirt　gegeben

　　四uber　s＼A｛、i｝ngen、Aoz、textit｛Renner｝530

　b．der　a且te　wart　unschuldic　geben

　　、textit｛f”ur　unschuldig　erkl”art　Bon．｝62，66

　　（vgl．　oben　3，b）

8．mit　adv．

9，mit　pr”apos．

10．mit　adverb．　pr”ap．

　一瞥して明らかなように、このBMZの記述はかなり体系的なものと

なっている。また、ここでは省略してしまったが、この辞書は豊富な例文

でも知られているものである。

　このBMZの内容が例文を含めてデータ化され整理されており、Per1な

どを利用して検索ツールが用意されていて、あたかもCD－ROM上の現代

ドイッ語の辞書と同じように利用できれば、中高ドイツ語テキストの調

査・研究に関する時間の大幅な節約が期待できる15）。さらに、BMZの記

述の改訂作業を行う事があれば、コンピュータで扱えるこうしたデータ

は、その作業を大幅に前進させる事ができるであろう。

　テキスト資料のデータ化と共に、これまでの碩学達の手によるこうした

辞書記述のデータ化は、コンピュータを利用した歴史的ドイツ語研究に

とってばかりでなく、後に続く研究者達がその業績を有効に利用し、発展

させていくためにも、極めて重要なものとなってくる。

15）現代ドイツ語のCD・ROM化された辞書を利用した経験があれば、応用可能性の大きさは明白であろう。
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3．2　資料テキストからの検索・比較

　ここでは、様々な資料のテキスト型データから必要とするものを検索・

比較する事について述べる。その際実例に利用されるテキスト型データ

は、筆者により試験的にデータ化されたHartman　von　Aue作の。Der・arme

Heinrich“【16］を用いる事にする。

　なお、データの形式は次の通りとなる。

＊オリジナルテキストの一行がテキストの一行に相当

＊一行のデータは＜tab　code＞＜text＞とする

＊データは5行毎にオリジナルテキストの行番号を付加する

＊その際の一行のデータ形式はく行番号〉＜tab　code＞＜text＞とする

＊＃を行頭に付加した場合はその行はコメント行とする

これにより、当該のデータは次の様なものとなる：

5

10

Ein　ritter　s、Ao　gel、Aeret　was

daz　er　an　den　buochen　las

swaz　cr　dar　an　geschriben　vant：

der　was　Hartman　genant，

dienstman　was　er　zOuwe．

er　nam　im　manige　schouwe

an　misl、＾｛、i｝chen　buochen：

dar　an　begunde　er　suochen

ob　er　iht　des　vunde

d、＾amite　er　sw｛、ae｝re　stunde

m”ohte　senfter　machen，
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　　und　von　sN＾o　gewanten　sachen

以下省略

3．2．l　grepによる検索

　UNIXでの文字列検索は通常grepというッールがよく使われる。この

ッールはUNIXの各システムの発展と共に改良が加えられ、　egrepやfgrep

などの幾つかのヴァリエーションが存在する。ここでは、Linux・Slackware

3．4に収められているGNU　grep　Version　2．0（以下では単にgrepと記述）

を利用する事にする。

　grepは、指定したファイル内から正規表現を利用して指定した文字列を

検索し、それを含む行を出力する。例えばritterという語を検索するに

は、

1home／takase＿m／＞grep　ritter　heinr．txt

　　　　Ein　ritter　s＼Ao　gel、Aeret　was

　　　　die　ein　ritter　in　s、＾｛、i｝ner　jugent

l340　　als　ein　vrumer　ritter　sol

の様にすれば結果を得る事ができる。しかし、これでは当該行がどこなの

かが判明しない。さらに複数のデータからの検索なども必要となってこよ

う。そこで、GNU　grepのオプションスイッチや、ワイルドカードによる

ファイル名指定などのいくかの機能を利用して検索すれば、次の様な結果

になる：

！homeltakase＿m＞grep－4　ritter＊．txt

heinr．txt－＃　　　　　　　　　　　　　　　15．，　neu　bearbeitete　Aufgabe，
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heinr．txt－＃

heinr。txt－＃

heinr．txt－＃

heinr．txt：

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt－5

besorgt　von　Gesa　Bonath，

Max　Niemeyer　Verlag，　T”ubingen，1984．

Ein　ritter　s、Ao　gel、Aeret　was

daz　er　an　den　buochen　las

swaz　er　dar　an　geschriben　vant：

der　was　Hartman　genant，

dienstman　was　er　zOuwe．

heinr．txt－30

heinr．txt－

heinr．txt－

heinLtxレ

heinr，txt：

heinr．txt－35

heinr．txt－

heinr．txt－

heinLtxt一

wie　ein　herre　w｛、ae｝re

ze　Swaben　gesezzen：

an　dem　enwas　vergezzen

nie　deheiner　der　tugent

die　ein　ritter　in　s、＾｛、i｝ner　jugent

ze　vollem　lobe　haben　soL

man　sprach　d、Ao　nieman　als、＾o　wol

in　allen　den　landen．

er　hete　ze　s、A｛、i｝nen　handen

heinntxt－

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr。txt：1340

heinr．txt－

heinr．txt一

si　muose　iedoch　genesen．

swaz　d、Ao　scheltens　ergienc，

der　arme　Heinrich　ez　emphienc

tugent1、A｛、i｝chen　unde　wol，

als　ein　vrumer　ritter　sol

dem　sch｛、oe｝ner　z”uhte　niht　gebrast．

d、Ao　der　gn、Aadel、〈ose　gast
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heinr．txt－

heinr．txt一

s、＾｛Xi｝ne　maget　wider　kleite

und　den　arz、Aat　bereite

ここでは当該文字列のヒット行と共にその前後4行をも出力させている

が、それにより当該ヒット行（上の結果ではファイル名の直後の記号が：

になっている部分）が何行目なのか、またおおよそどのような文脈で使用

されているか、がとりあえず分かるようにはなる。

　また、検索文字列に正規表現のメタ・キャラクタを利用する事により、

ある語の変化形を一括して検索する事もできる。例えばhelfenの各変化

形を検索するには次のようにする事で可能となろう【6）：

！home！takase＿m＞grep－i－2’h”、？［aeiuo】lf＼（【est］＼）＊n＊’＊．txt

heinr．txt－220

heinr．txt－

heinr．txt：

heinr．txレ

heinr．txt一

ich　enlieze　iuch　niht　verderben．

nu　enmac　des　leider　niht　s＼〈｛＼i｝p：

d、＾avon　muoz　iu　diu　helfe　m、A｛Ni｝n

durch　alle　n＼Aot　s＼A｛、i｝n　ve「saget・

ir　m”ueset　haben　eine　maget

heinr．txt－

heinr．tx卜

heinr．txt：

heinr．txt－

heinr．txt－335

zuo　ir　kintl、A｛、i｝chen　spil：

des　gap　ir　der　herre　viL

ouch　halfin　s、Aere　daz　diu　kint

s、Ao　I、〈｛、i｝hte　ze　wenenne　slnt・

er　gewan　ir　swaz　er　veile　vant，

16）ただしt正規表現での記述は何通りかが考えられる場合も多くあり、ここで紹介するものはその一例に過

ぎない事を付記しておく。

正規表現については、【2】，［3］ 【6】，【101，【12】，〔14】，【21】，［22】などを参照。
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heinr．txt＿

heinr．txt－

heinr．txt：

heinr．txt－920

heinr．txt一

iUWer　wirt　vil　guOt　r、＾at．

s、A｛、i｝tez　alsus　umbe　iuch　st、Aat

daz　man沁gehelfen　mac，

ichn　ges、＾ume　iuch　niemer　tac．

herre，　ir　h、＾at　uns　doch　gesaget，

heinr．txt＿

heinr．txt＿

heinr．txt：935

heinr．txt＿

heinr．txt一

als　d、Au　dir　I、A｛、i｝hte　h、Aast　ged、＾aht．

d、＾uh、Aast　mich　des　wol　innen　br、＾aht，

m” 盾?狽?唐煤AAu，　d、Au　h”ulfest　mir．

des　gen”ueget　mich　von　dir．

ich　erkenne　d、＾｛、i｝nen　s”uezen　muot：

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt：

heinr．txt－1110

heinr．txt＿

Diu　maget　lachende　sprach，

wan　si　sich　des　wol　versach，

ir　h’「ulfe　des　tages　der　t、＾ot

、Auz　werltlXA｛、i｝cher　n、Aot：

’got　l、＾one　iu，　lieber　herre，

「heinr．txt－1315

heinr．txt＿

heinr．txt：

heinr．txt＿

heinr．txt一

ir　w｛、ae｝ret　biderbe　unde　guot

und　hetet　vesten　mannes　muot：

s、Ao　helfe　mir　got，　si　h、Aant　gelogen．

diu　werlt　was　ie　an　iu　betrogen：

ir　w、Aaret　alle　iuwer　tage

heinLtxt－

heinr．txt一

ze　jungest　gevallen！

den　l＼Aon　den　si　d、＾a　n、〈amen，
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heinntxt：1520　　des　helfe　uns　goし、Aamen．

heinr．txt一

この他のgrepの利用法の詳細はgrepのマニュアルを参照されたい。

3．2．2　Perlによる検索

　grepによる文字列検索は比較的有用なものであるが、問題となる点もあ

る。例えば検索文字列として指定できる正規表現があまり強力なものでは

ない、検索は行単位で行われるのが基本であり、複数行にまたがる検索が

できない、等が挙げられるω。

　そうした問題点を避けつつ、より柔軟なテキスト処理が可能なツールが

Perlであろう。Perlでもgrepの様に正規表現を用いた文字列検索ができ

るが、使用できる正規表現は極めて強力なものとなっている。またPerlは

スクリプト言語であるため、スクリプトを記述する事で文字列検索以外に

も様々なデータ加工が可能となる。

　ここでも検索のためにGNU　grepによく似た結果を出力するスクリプト

を試作する事にした。その名前をsearch．plとする18）。search．plの主な仕

様は以下の通りである：

＊起動オプション、検索文字列、検索対象ファイルはコマンドラインか

　ら指定

＊検索文字列にはPer1で利用できる正規表現が全て利用できるように

17）また正規表現にはメタ・キャラクタが使われるが、UNIXなどのシステム上では、利用するshellにも同

様にメタ・キャラクタがあり、使用するshcllによってはgrepの様なッールでは、それぞれのメタ・キャラ

クタとそのエスケープ文字が混合する事で指定が繁雑になる、という問題もある。

18＞本稿で利用するスクリプトは全て試作段階のもので、厳密な動作テストを経ていない。そこで本稿では、

敢えて当該スクリプトのソースコードを挙げる事はしない事にする。これはL3で扱ったw－index．plでも同

様である。とりあえずこれらは、必要な結果を出力するブラックボックスの様な道具と御理解頂きたい。ま

た、PerLについては、【10】，【21L【22】等を参照。
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　する

＊出力形式はGNU　grepのそれを手本としながら、それを補う形とし、

　以下の通りとする：

　　　　1．出力形式はくファイル名〉〈ヒットマーク〉〈行数番号〉＜当該

　　　　　行テキスト〉とする

　　　　2．ヒットマークは検索文字列を含む行では：に、そうでない

　　　　　行は一とする

　　　　3．出力する各行に対して行数番号を加える事でText内の位

　　　　　置を明確にする

　　　　4．オプションにより、検索文字列を含む行の前後の任意の行

　　　　　数分のデータも出力させるようにする（その際のオプショ

　　　　　ン指定方法はGNU　grepの場合と同じにする）

　正規表現を用いたPerlでの文字列検索の大きな特徴の一つに、複数行

にわたる文字列の検索がある。ここではその一例として、（al）s6＿daz…

という語句とその前後3行を、。Der　arme　Heinrich“のテキストデータか

ら、上記の仕様を持つsearch．plを使って検索してみる。

　UNIX系のシステムではこのsearch．p且をコマンドラインから次のよう

に起動する事により検索が行える：

homeltakase＿m＞．1search．p1－n－3’（a1）？s、、、＾o＼b．＊、ndaz’＊．txt

heinr．txt：

heinr．txt：

heinr．txt＿

heinLtxt－

heinr．txt一

1
（
∠
3
4
．
5

Ein　ritter　s、Ao　gelX＾eret　was

daz　er　an　den　buochen　las

swaz　er　dar　an　geschriben　vant：

der　was　Hartman　genant，

dienstman　was　er　zOuwe．
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略省下皿
以

　
1
　1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1

ob　er　iht　des　vunde

dXAa　mite　er　sw｛、ae｝re　stunde

m” 盾?狽?@senfter　machen，

und　von　s＼Ao　gewanten　sachen

daz　gotes、Aeren　t”ohte

und　d、〈a　mite　er　sich　m”ohte

gelieben　den　liuten．

nu　beginnet　er　iu　diuten

und　iuwer　reht　brechen

und　dar　zuo　versprechen

beidiu　m、＾｛＼i｝nsilber　und　m、＾｛、i｝ngolt，

ich　mache　iuch　mir　als、Ao　holt

daz　ir　mich　harte　gerne　ernert’

’mir　w｛、ae｝re　der　wille　unerwert’

sprach　der　meister　aber　d、Ao：

’und　w｛、ae｝re　der　arzen＼A｛、i｝e　als、＾o

daz　man　si　veile　vunde

ode　daz　man　si　kunde

mit　deheinem　liste　erwerben，

ich　enlieze　iuch　niht　verderben．

この例では、 ファイル名の直後の記号が
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列を含む行である。この種の検索はこの他にも例えばda（r）＿miteや

beidiu＿und…などの様な表現形式で、複数行にわたっているものの検

索にも有効となろう。

　　正規表現による検索機能を用いる事で、語形変化をしているある語の変

化形全てを検索する事ももちろん可能である。例えばhelfenの変化形を

検索する場合は、このスクリプトsearch．plでも以下の様にできる：

1homeltakase＿m＞．1search．pl－n－3’h（［eiao］1”？u）lf［est］＊n＊’heinr．txt

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt：

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt一

219

220

221

222

223

224

225

mit　deheinem　liste　erwerben，

ich　enlieze　iuch　niht　verderben．

nu　enmac　des　leider　niht　s、A｛、i｝n：

d、Aa　von　muoz　iu　diu　helfe　m、＾｛、i｝n

durch　alle　n＼＾ot　s、A｛＼i｝n　ve「saget・

ir　m”ueset　haben　eine　maget

diu　vollen　manb｛、ae｝re

heinr．txト

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt：

heinr．txレ

heinr．txレ

heinr．txt一

330

331

332

333

334

335

336

und　daz　der　maget　tohte

zuo　ir　kintlX＾｛、i｝chen　spil：

des　gap　ir　der　herre　vil．

ouch　halfin　s、＾ere　daz　diu　kint

s、Ao　l、A｛、i｝hte　ze　wenenne　slnt．

er　gewan　ir　SwaZ　er　Veile　vant，

spiegel　unde　h＼＾arbant

heinr．txt－　916

heinr．txt－　917

’entriuwen，　lieber　herre　m、〈｛、i｝n，

iUWer　Wirt　Vil　gUOt　r、Aat，
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heinr．txt－　918

heinr．txt：　919

heinr．txt－　920

heinr．txt－　921

heinr．txt－　922

s＼＾｛、i｝tez　alsus　umbe沁ch　stNAat

daz　man　iu　gehelfen　mac，

ichn　ges、Aume　iuch　niemer　tac．

herre，　ir　h、＾at　uns　doch　gesaget，

ob　ir　hetet　eine　maget

heinr．txt－　932

heinr．txt－　933

heinr．txt－　934

heinr．txt：　935

heinr．txt－　936

heinr．txt－　937

heinr，txt－　938

iedoch　niht　ein　senftiu　n＼＾ot，

als　d、〈u　dir　l、A｛、i｝hte　h、＾ast　ged、＾ahL

d、〈uh、Aast　mich　des　wol　innen　br、Aaht，

mロ’ 盾?狽?唐煤AAu，　d、Au　h”ulfest　mir．

des　gen”ueget　mich　von　dir．

ich　erkenne　d＼A｛＼i｝nen　s’「uezen　muot：

d、A｛、i｝nwille　ist　reine　unde　guot，

heinr．txt＿

heinr，txt－

heinr．txt＿

heinLtxt：

heinLtxt＿

heinr．txt＿

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt＿

heinr．txt＿

heinr．txt：

llO6

1107

1108

1109

1110

1111

1112

1314

1315

1316

1317

daz　si　sichs　abe　t｛、ae｝te．

　　Diu　maget　lachende　sprach，

wan　si　sich　des　wol　versach，

孟rh’「ulfe　des　tages　der　t、＾ot

、Auz　werltl、A｛、i｝cher　n、＾ot：

、got　l、Aone　iu，　lieber　herre，

daz　ir　mir　als、Ao　verre

ich　h、＾orte　ie　die　liute　jehen，

ir　w｛、ae｝ret　biderbe　unde　guot

und　hetet　vesten　mannes　muot：

s、Ao　helfe　mir　got，　si　h、Aant　gelogen．
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　　　　　heinr．txt－1318　diu　werlt　was　ie　an　iu　betrogen：

　　　　　heinr．txt－1319　ir　w、＾aret　alle　iuwer　tage

　　　　　heinr．txt－1320　und　s、A｛、i｝tnoch　ein　werltzage．

　　　　　heinr．txt－1517　als、Ao　m’「uezez　uns　allen

　　　　　heinr．txt－　1518　　ze　jungest　gevallen！

　　　　　heinr．txt－1519　den　1、＾on　den　si　d、Aa　n、Aamen，

　　　　　heinr．txt：1520　des　helfe　uns　got．、＾amen．

また当該行だけを出力させる事もできる：

　　　　　1homeltakase＿m＞ノsearch．p1’h（【eiao］1”？u）lf［est］＊n＊’heinr．txt

　　　　　heinr．txt：　222　d、Aa　von　muoz　iu　diu　helfe　m、＾｛、i｝n

　　　　　heinr．txt：　333　　0uch　half　in　s、Aere　daz　diu　kint

　　　　　heinr．txt：919　daz　man　iu　gehelfen　mac，

　　　　　heinr．txt：　935　m「’ohtestXAu，　d、＾u　h”ulfest　mir．

　　　　　heinr．txt：　1109　　ir　h”ulfe　des　tages　der　tXAot

　　　　　heinr．txt：1317　s、Ao　helfe　mir　got，　si　h、＾ant　gelogen，

　　　　　heinr．txt：1520　des　helfe　uns　gotAAamen．
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　以上のように、Perlの正規表現を用いた文字列検索は極めて強力なもの

であるが、同時に正規表現が持つ極めて繁雑な記述方式が、理解を妨げて

いる事も否めない。こうした問題点も、スクリプトの記述によって改善の

可能性もある19）。

3．2．3　資料テキストの比較

　歴史的ドイツ語のテキストは、写本などの一次資料データはもちろん、

校訂本などでも同一作品に対して複数種が存在することが多い。そうした

複数あるテキストの異同を調査する必要も場合によっては出てくる。とり

わけ、校訂本作成・改訂等の作業がそれに相当する事であろう。

　こうした複数のテキスト型データの異同を比較するッールにdiffとい

うものがUNIx系のシステムでは以前から用いられている。このdiffは

本来、プログラムの更新の際にソースコードから差分を取るためのもの

で、その差分データを利用してpatchというツールで別の場所にあるソー

スコードを更新させるのである。

　このdiffを利用すると、同一作品の複数の資料の比較・検討が、大ま

かなものではあるものの可能になる。ここでは試みに、これまで取り上げ

てきたDer　arme　Heinrichの先頭部分の15行を【16】のもの（heinr－a．txt）

と［17］のもの（heinr－b．txt）とを用いて、　diffの動作の一端を紹介する事

にする。

　コマンドライン上での指定に対し、次の様な結果が得られる：

19）例えば、検索文字列をいわゆる原形により指定し、その変化系列をあらかじめ登録した辞書から拾い出

し、それをもとにして検索をかけるなどの処理をするようにさせる、というのも一つの手段として考えられ

る。ただし、検索用サーバ等にはそれなりに負荷がかかる事になってしまうという問題点も出てくる。
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1homと1takase　m＞diff－c－C　l　heinr－a．txt　heinr－b．txt

＊＊＊heinr－a．txt　Wed　Nov　l803：07：021998

－一一
??奄獅秩|b．txt　Wed　Nov　l803：051581998

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊4，6＊＊＊＊

　　　　　　　der　was　Hartman　genant，

！5　　dienstman　was　er　zOuwe．

　　　　　　　er　nam　im　manige　schouwe

－一一
S，6－一一一

　　　　　　　der　was　Hartman　genant，

！5　　dienstman　was　er　ze　Ouwe．

　　　　　　　er　nam　im　manige　schouwe

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊8，10＊＊＊＊

　　　　　　　dar　an　begunde　er　suochen

！　　　　　ob　er　iht　des　vunde

　　10　d、Aa　mite　er　sw｛、ae｝re　stunde

－一一
W，10－一一一

　　　　　　　dar　an　begunde　er　suochen

！　　　　　ob　er　iht　des　funde

　　lO　d、Aa　mite　er　sw｛、ae｝re　stunde

上の例では、

行である。

！がついた部分が、比較対象となっているものと差異がある
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4　結び

　これまでみてきた様に、これからの歴史的ドイツ語研究にとって必要な

道具は、コンピュータを利用する事により、その大部分が極めて容易にか

つ以前に比べてはるかに短時間で準備でき、活用できる事は明らかであ

る。もし問題となる点があるとすればそれは、それを実現するための意欲

と実行力、並びに研究に対する明確な展望の有無であろう。

　また、個人で研究を行う場合、コンピュータに対する正しい知識と認識

も必要となる。しかし仮にそうしたものがなくとも、正しい知識と認識を

持つ共同研究者がいれば、それを十分に補う事もできる。その意味では、

コンピュータに関する知識は必須とは限らない。むしろ当該研究に対する

明確な見通しこそが、より重要になってくる。さらにその場合、共同研究

者との十分かつ綿密なコミュニケーションも、研究をきちんと進める上で

は極めて重要となる20）。

　本稿で取扱った実例は、様々な理由からとりあえずスタンド・アロンの

環境下でのものだけに限定した。しかし、ここで取扱った事例もネット

ワーク環境に対応させる事は可能である。また、例えばOxford　Text　Li－

braryやGutenberg　Project等の様に、ネットワーク経由でテキストを提

供する動きもある。

　このようなネットワーク経由でのデータ処理に関しては、法的な問題や

セキュリティの問題等、解決しなければならない問題が多々ある。しかし

そうした問題を何らかの形でクリアし、広くデータを共有できる時が今後

20）共同プロジェクトが失敗する場合、多々あるその原因の一つとして、構成メンバー同士のコミュニケー

ション不足が挙げられる。時にはくどいと思われる位の打合せや確認も必要であろう。また、当該プロジェク

トに対する明確な見通しの欠如も、失敗の原因となり得る事は明白である。この種の問題については、［15】，

［23｝等を参照されたし。

　　　　　　　　　　　　　　　－93一



くる事も期待したい。
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M6glic

　　　　　　　fUr　die　Mediほvistik

－－
奄?窒?@heutige　Situation　und　Ausblicke－一

hkeiten　der　Computertechnologie

Masahiro　Shimbo

Makoto　Takase

　　　Ziel　der　vorliegenden　Abhandlung　ist　es，unter　zwei　Gesichtspunkten

zu　betrachten，　welche　Hilfsmittel　der　Computer　fUr　die　Mediavistik

bereitstellen　sollte　und　k6nnte：einerseits　vom　textphilologischen

Gesichtspunkt　aus（Shimbo），　anderseits　vom　computertechnischen　aus

（Takase）．

1．Teil M．Shimbo

　　Historische　Sprachstufen　des　Deutschen，　wie　z．B．　das　Althochdeutsche

oder　Mittelhochdeutsche，　sind，genau　genommen，　keine　normalisierten

Einheitssprachen　wie　etwa　das　Neuhochdeutsche，　sondern　Gesamtheiten　von

vielfaltigen　Dialekten　mit　bestimmten　Merkma正en．　Deshalb　fehlen　bei　den

Korpussprachen　wie　dem　Althochdeutschen　und　Mittelhochdeutschen

normalisierte　WbrterbUcher　oder　Grammatiken，auch　dabei　die　Kompetenz

eines，，native　speaker‘‘，　was　die　Untersuchung　oder　auch　die　LektUre

betrachtlich　erschwert．　Die　allgemeinen　W6rterbticher　reichen　namlich　fUr

einzelne　Texte　in　der　Tat　leider　nicht　aus．　Daher　braucht　man　neben　dem

allgemeinen　W6rterbuch　Forschungsinstrumente，um　einen　alteren　Text
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hinreichend　philologisch　zu　verstehen．

　　　Gebraucht　werden　also　Hilfsmitte1，die　es　erlauben，　so　viele　Belege　wie

m691ich　nachzuschlagen　und　ein　genaues　grammatisches　Verstandnis　des

Textes　zu　entwickeln：d．h．　ein　dem　Text　eigener　Wortindex　und　eine　dem

Text　eigene　Konkordanz．　Dieses　Hilfsmittel　dient　nicht　nur　dem

Textverstandnis　im　historischen　Sprachbereich　des　Deutschen，sondern　auch

der　Sprachforschung（Bei　der　Anwendung　der　Valenztheorie　auf　die

althochdeutsche　Syntaxanalyse　zieht　man　z．B．　statistische　Methoden　heran，

d．h．　Aussagen　tiber　die　Haufigkeit　bestimmter　Syntagmen　bei　einzelnen

Verben）．

　　　Es　gibt　zwar　solche　Wortindexe　oder　Glossare，　die　seit　dem　lgJh．　von

den　Sprachforschern　in　entsagungsvoller，zeitaufwendiger　Arbeit　hergestellt

wurden，　aber　die　meisten　davon　sind　heute　entweder　vergriffene，　oder，　wenn

lieferbar，　doch　mit　vielen　Fehlern　behaftet（z．B．P．Piper：Otfrids

Evangelienbuch　mit　Einleitung，　erklarenden　Anmerkungen　ausfUhrlichem

Glossar　und　einem　Abriss　der　Grammatik．1887）．

　　　Die　Anwendung　der　EDV　erm6glicht　es　dagegen，fUr　diese　Zwecke　eine

Materialgrundlage　zu　erstellen，　die　manuell　nicht　mehr　erreichbar　ist．

Deswegen　werden　seit　einiger　Zeit　unter　Anwendung　der　EDV　einige

lemmatisierte　Konkordanzen　oder　Wortindexe　zu　mittelhochdeutschen　Texte

in　Deutschland　und　vor　allem　in　Amerika　ver6ffentlicht，　aber　ganz　wenige

zu　althochdeutschen　oder　frUhneuhochdeutschen　Literaturdenkmalern．

　　Deswegen　ist　es　von　groBer　Dringhchkeit，

　　　1．Wortindexe　oder　auch　Glossare，　die　seit　langem　korrekturbedUrftig

sind，　mit　Hilfe　der　EDV　zu　verbessern，

　　2，alle　Wortschatze　alterer　Texte，zu　denen　es　noch　weder　Konkordanzen
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noch　Wortindexe　gibt，　als　Daten　in　den　Computer　einzugeben，um　dann　auf

dieser　Basis　neue　Wortindexe　u．　Konkordanzen　zu　erstellen．

　　Meiner　Ansicht　nach　sollte　eine　solche　Konkordanz　nicht　nur　alle　Belege

（mit　grammatikalischen　Informationen　und　der　Haufigkeit　ihres　Auftretens）

vollstandig　erfassen，　sondern　auch　jeweils　die　Kontexte　der　Belegstellen

erfassen．

II．　Teil M．Takase

伽

　　Wie　im　I．　Teil　beschrieben　ist，　mangeln　jetzt　noch　die　Hilfsmaterialien

fUr　die　Forschung　historischer　deutscher　Texte．　Man　kann　sie　aber　viel

schneller　und　leichter　erhalten　und　benutzen，　wenn　man　die　betreffenden　Texte

mit　dem　Computer　verarbeitetl）．

　　Aber　weil　die　Hilfsmaterialien　wle　Konkordanz　nur　zwischenstufige

Datensammlungen　fUr　die　Grammatik　und　fUr　das　W6rterbuch　sind，　und　weil

man　sie　ganz　schneller　und　leichter　als　frUher　erhalten　kann，　sind　heutzutage

die　elektronische　Daten　der　historischen　deutschen　Originaltexte　noch

wichtiger．　Man　kann　von　ihr　die　gewUnschten　Daten　mit　dem　Suchprogramm

wie　z．　B．　Perl－Script　ganz　leicht　und　einfach　erhalten．

　　Neben　dem　Originaltext　werden　auch　die　Texte　der　historischen　deutschen

W6rterbticher（vor　allem　BMZ．　beim　Mhd．）nittzlicher　sein，　wenn　sie　Uber

den　Computer－wie　die　CD－ROM　W6rterbUcher－zugreifbar　sind．　Es　ware

auch　nUtzlich　sein，　wenn　man　alle　Texte　und　Hilfsmaterialien　Uber　Netzwerk

zugreifen　k6nnte2｝．

DDabei　muβman　aber　auch　bcachIcn，　daB　man　nichIalle　Informationen　ganz　aulomalisch　erhalten　kann，　Bci　der

Verarbeimng　der　Dalen　so山c　man　ganzkla‘cnlscheiden，　was　man　mi【dcm　Compu室cr　automa【isch　machen　kann．

2）Dazu　muB　man　vic且c　technische　und　gesetzliche　Probleme　Ubcrwinden．
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　　Da　man　mit　dem　Computer　die　gewUnschten　Hilfsmaterialien　ganz　leichter

und　einfacher　erhalten　und　benutzen　kann，　wird　man　seine　Forschung　auch

leichter　entwickeln　k6nnen．　Wenn　man　auch　keine　Kenntnisse　in　der

Computertechnik　besitzt，kann　man　sie　mit　Forschungspartnern　gut　ergtinzen，

die　gute　Kennmisse　darin　haben．　Dabei　wird　die　Perspektive　der　Forschung

auch　noch　wichtiger　sein．

　　　新保　雅浩（学習院大学教授）

高瀬　誠（学習院大学非常勤講師）
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